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健
全

化
判

断
比

率
の

状
況
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単
位
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実
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赤
字
比
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連
結
実
質
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字
比
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実
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公
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費
比
率

（
前
年
度
）

将
来
負
担
比
率
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前
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）
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不
足
比
率
(
下
水
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事
業
特
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会
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な
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◎
用

語
の

説
明

○
早

期
健

全
化

基
準

・
・
・
こ

の
基

準
を

い
ず

れ
か

の
比

率
が

超
え

る
と

、
財

政
健

全
化

計
画

を
定

め
自

主
的

な
改

善
努

力
に

よ
り

健
全

化
を

計
り

ま
す

。

○
財

政
再

生
基

準
・
・
・
こ

の
基

準
を

い
ず

れ
か

の
比

率
が

超
え

る
と

、
財

政
再

生
計

画
を

定
め

国
の

関
与

に
よ

り
再

生
を

計
り

ま
す

。

○
標

準
財

政
規

模
・
・
・
地

方
自

治
体

の
一

般
財

源
の

標
準

的
な

大
き

さ
を

示
し

ま
す

。
「
標

準
税

収
入

額
」
＋

「
普

通
交

付
税

」
＋

「
臨

時
財

政
対

策
債

」

市
区
町
村
名

北
栄

町

早
期
健
全
化
基
準

財
政
再
生
基
準
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要
因

と
今

後
の

見
通

し

実
質
公
債
費
比
率

○
減
少
の
要
因

○
今
後
の
見
通
し

将
来
負
担
比
率

○
減
少
の
要
因

○
今

後
の

見
通

し

平
成
2
2
年
度
を
ピ
ー
ク
に
元
利
償
還
金
は
減
少
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
実
質
公
債
費
比
率
も
減
少
し
平
成
2
6
年
度
に
は
1
8
％
未

満
に
な
る
見
込
み
で
す
が
、
比
率
増
減
の
要
因
で
あ
る
普
通
交
付
税
や
下
水
道
事
業
債
へ
の
繰
出
な
ど
が
見
込
み
ど
お
り
に
推

移
す
る
か
に
つ
い
て
は
十
分
注
意
が
必
要
で
す
。
ま
た
、
増
加
要
因
と
し
て
鳥
取
中
部
ふ
る
さ
と
広
域
連
合
主
体
の
大
型
事
業

が
控
え
て
い
る
な
ど
、
新
た
な
借
金
を
な
る
べ
く
抑
え
る
な
ど
引
き
続
き
改
善
の
取
り
組
み
を
進
め
ま
す
。

将
来

負
担

の
主

な
要

素
で

あ
る

一
般

会
計

の
起

債
残

高
が

今
後

減
少

し
て

い
く
予

定
で

す
の

で
、

そ
れ

に
伴

い
将

来
負

担
比

率
も

減

少
し

て
い

く
見

込
み

で
す

。

・
一
般
会
計
起
債
残
高
の
減
少

・
退
職
手
当
組
合
負
担
見
込
み
額
の
減
少

・
臨
財
債
、
合
併
特
例
債
の
増
加
に
よ
る
普
通
交
付
税
（
標
準
財
政
需
要
額
）
算
入
見
込
み
額
の
増
加

　
公
債
費
や
公
債
費
に
準
じ
た
経
費
を
標
準
財
政
規
模
と
比
較
す
る
こ
と
に
よ
り
財
政
の
硬
直
化
を
示
し
ま
す
。

　
こ
れ
ら
の
経
費
は
削
減
し
た
り
、
先
送
り
す
る
こ
と
の
出
来
な
い
最
も
義
務
的
な
経
費
な
の
で
、
こ
の
比
率
が
高
ま
る
と

　
財
政
の
弾
力
化
が
低
下
し
、
他
の
経
費
を
削
減
し
な
い
と
収
支
が
悪
化
し
赤
字
団
体
に
な
る
可
能
性
が
高
ま
り
ま
す
。

・
一

般
会

計
等

の
元

利
償

還
金

の
減

少

・
鳥

取
中

部
ふ

る
さ

と
広

域
連

合
が

起
こ

し
た

地
方

債
の

償
還

に
充

て
た

負
担

金
の

減
少

　
地
方
債
の
現
在
高
等
、
将
来
負
担
す
べ
き
債
務
を
標
準
財
政
規
模
と
比
較
す
る
こ
と
に
よ
り
、
将
来
負
担
の
程
度
を
示
し
ま
す
。

　
こ
の
比
率
が
高
い
場
合
は
、
一
般
財
源
の
規
模
に
比
べ
て
将
来
負
担
額
が
大
き
い
と
い
う
こ
と
に
な
り
、
今
後
実
質
公
債
費

　
比
率
が
増
大
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
財
政
運
営
上
問
題
が
生
じ
る
可
能
性
が
高
く
な
り
ま
す
。




